	
令和８年度第２回富士見市町会長連合会役員会会議録


	日　　時
	令和８年７月２８日（火）１４：００～１６：００

	場　　所
	富士見市役所　２階　市長公室

	出 席 者
	役　員：新井 隆夫 会長　ほか１１名（欠席者１名）

事務局： 松浦課長、谷合副課長、坂爪、入江

	添付資料
	１ 開　　会
２ あいさつ
３ 依頼事項
（１）青少年育成市民会議賛助会員の募集チラシ配布及び集金依頼について
（２）第１６回入間東部地区合同防災訓練参加者の募集について
４ 議　　題
（１）令和８年度研修会の開催について
（２）シラコバト賞の選考について
（３）町会加入促進に向けた啓発品について
（４）富士見市下水道事業審議会委員の推薦について
（５）その他
　・富士見ふるさと祭りの経過報告
　・今後の日程について
５ そ の 他
■今後の町会について（第２回）
　　〇町会で必要となる活動について
　　〇募金について
６ 閉　　会

	備　　考
	



	１　開　会

２　あいさつ　新井会長

３　依頼事項
（１）青少年育成市民会議賛助会員の募集チラシ配布及び集金依頼について
○資料１に基づき、青少年育成市民会議星野会長より、広報１０月号に合わせて、募集チラシと賛助会員の会費集金用封筒の全戸配布の依頼及び会費の集金についての依頼があった。
　　＜質疑等＞
　　・特になし

（２）第１６回入間東部地区合同防災訓練参加者の募集について
　〇資料２に基づき、危機管理課荒田課長より４年周期で開催している入間東部地区合同防災訓練の案内があった。今年度は、三芳町が幹事となり次のとおり開催するとのこと。
日時：１０月１７日（土）午前８時３０分～正午
場所：三芳町運動公園グラウンド
募集人数：２０名程度
※市からバスでの送迎あり。
別紙申込用紙に参加人数と移動手段を記入のうえ、ＦＡＸ、郵送、メールまたは直接危機管理課に８月２１日（金）までに提出してほしいとのこと。
＜質疑等＞
　　・特になし

４　議　題
（１）令和８年度研修会の開催について
〇小嶋理事より研修会テーマ及び講師について提案があった。また、事務局より、前回の役員会にてでた意見をもとに、別紙１のとおり講師の候補が示された。
　　＜意見＞
・町会運営については、過去２年連続で実施したため、あとは町会ごとに考えればよいと思う。そのため、違う内容のほうがよいのではないか。
　　・小嶋理事が示してくれた講師の中にも過去に研修会の講師をしてくれた方がいる。ご提案いただいた内容と似ている方は、事務局が示した⑧の方だと思う。
　　・実際に体験したことを交えて話してくれる方のほうが盛り上がると思う。④の講師は落語家なので、皆さんが楽しめると思う。
　　・落語家は、話のプロなので④の方はよいと思う。
　　・防災はどの町会でも共通するテーマだと思う。以前、台風により避難所を開設した際、避難所の運営で迷うことがたくさんあった。実際に経験した方の話を聞きたい。
　　・④の桂福丸さんがよいと思う。（一同賛成）
　　・桂福丸さんの日程が合わない場合はどうするか。
　　・会長に一任する。（一同賛成）
　　※研修会の講師は④桂福丸氏を第一候補とすることに決定し、桂福丸氏の都合が合わない場合は、会長に一任することとした。

　◎以下、決定事項
　　日時：令和９年２月２日（火）
〇研修会：午後２時～午後４時　
　　　〇懇親会：午後４時１５分～午後６時１５分頃
場所：キラリ☆ふじみ　展示・会議室（研修会）
マルチホール（懇親会）
　　講師：桂　福丸 氏
落語家
※阪神・淡路大震災の被災体験を踏まえた防災をテーマとした研修
懇親会会費：５，０００円
※１１月の町会長全体会議の際に集金

（２）シラコバト賞の選考について
　〇別紙２に基づき、個人として推薦のあった松島氏、長堀氏２名と団体として推薦のあったシルバーボランティア藤の実会１団体の選考を行い、下記のとおり順位を決定した。
　　
　　＜順位＞①松島氏　②長堀氏　③シルバーボランティア藤の実会

（３）町会加入促進に向けた啓発品について
　〇別紙３に基づき、今年度コミュニティ協議会に加盟したことにより助成金も交付されること、また町会加入促進のため、イベントにてティッシュを配布できるよう作成してはどうかと事務局より提案があった。
　＜意見＞
　　・ふるさと祭りなどの大きいイベントで配布するのがよいと思う。
　　・町会のイベントで配布しても参加する方がほとんど町会加入者のため意味がない。
　　・広報に町会の加入案内を差し込むほうがよいのではないか。
　　・市民課で転入者に対し、町会の加入について案内をしている。
　　・加入されていない方のポストにいれてもよいのか。
　　・当町会では未加入者に対し、ポストに町会加入の案内を入れているので、問題ないだろう。
・郵便局、銀行、スーパー等に置いてもらうことも考えられる。
・学校や集会所の外に垂れ幕等を出した方が見てもらえるのではないか。
　　・何もしないではいられないので、ティッシュを作成し、配布方法について考えればよいだろう。
　　・ふるさと祭りまでに作成し、祭り当日配布したい。
　　◎ティッシュ１万個を作成することに決定。今後、スケジュールおよびデザインについて、役員会で共有する。

（４）富士見市下水道事業審議会委員の推薦について
〇標記委員について、下水道課より推薦の依頼がきていたことから役員会にて協議し、副会長の笠原清和氏に決定した。

（５）その他
○富士見ふるさと祭りの経過報告
新井会長より、１０月２４日（土）の開催に向け、５月２５日に実行委員会が発足し、新井会長が副実行委員長に就き、副会長４名が広報・受付部会に所属し、笠原清和副会長が広報・受付部会長に就いたとの報告があった。
また、お祭りの運営は協賛金頼みの部分が多いこと、また、近年の物価高騰等による影響も大きいことから、各町会からの協賛金は昨年同様６千円のままとしてはどうかとの提案があった。併せて、町会長連合会からの協賛金についても昨年同様５万円でどうかとの確認あり。
＜意見＞
・一同賛成
※笠原広報・受付部会長より、今後ポスター貼りや募金箱の依頼をさせていただくので、ご協力お願いしたいとの話しがあった。

　◎今年の祭りの協賛金は６千円で決定
　※町会への協賛のお願い文書は、９月上旬頃発送予定。
１０月の全体会議の際に、協賛金の受付も行う。

○今後の日程について
・第２回　町会長全体会議
　日時　１０月２日（金）　午後２時００分から
場所　市民総合体育館　３階　多目的室１・２
※お祭りの協賛金の受付あり


・次回（第３回）役員会
　日時　１１月１２日（木）　午後２時００分から
場所　市役所　２階　市長公室

５ その他　　
　■今後の町会について（第２回）
　会長：今後の町会について、第１回役員会にて町会のメリット・デメリットについて検討した。今回は、町会で必要となる活動について検討したい。
　役員：町会は、あったらいいねという活動が多いが、本当に必要な活動は少ないと思う。お祭りも地区体育祭も実施しなくてもよいものだと感じる。
　役員：活動を続けたくても、活動を継続する次代の担い手がいない。活動について検討するのは、そういった問題も関係してくる。
　会長：担い手不足は全国どこも同じ状況だと思う。しかし、町会で最低限やらなければならない活動はあると思う。
　役員：ごみの関係は町会が絡まないとならない。
　役員：当町会は、ゴミ拾いと地区体育祭だけ行っている。
　役員：最近は、外国の方が多く住むようになっており、文化の違いからトラブルが発生している。そういった地域のトラブルの間に入るのも町会である。
　役員：学校は町会とのつながりを求めている。当地域は、学校から児童の登校時の見守りを依頼されている。先生方は出勤前のため、校門のそばに立ち児童を迎え入れるということも地域で行っている。
役員：ＰＴＡの解散により、子どもの見守りは町会でお願いしますと言われている。
　役員：学校は、昨年まで学校運営支援者協議会を設置し、年３回程度校長先生と顔を合わせ子どもたちの様子を確認できていたが、今年からコミュニティスクールに替わったことで、地域から１名の方しか会議に参加できない。自分たちの地域の子が通っている学校だから、子どもの様子は聞きたかったという声が地域からあがっている。元の仕組みに戻してもらえないか。
　事務局：教育委員会に確認する。
　役員：市からの各種委員の推薦依頼が町会役員等のなり手不足を招いている。現行の体制では、町会は継続できない。
　役員：三芳町のように区長制度とすることも検討したほうがよい。
　役員：コミュニティが大きい町会は大変。小さいほうがよいと思う。
　役員：小さくしたらその分会長等の人数は増える。それを誰が担うかということになる。
　役員：防災は必要。実際の避難所の運営等も行政だけでは行えない。
会長：防災、防犯、地域コミュニティを維持するための町会活動は必要だと思う。また学校との連携をするためにも町会は必要ということになる。
　　　　町会に依頼されている募金についてはどうか。
　役員：集金が本当に大変。
　役員：封筒を配布する募金と町会で一括して納付するものを選別している。
　役員：町会で一括して払うようにした。一括にしてから班長をやりたくないという方が減った。
　会長：班長の負担軽減のためには一括して払うほうがよいという考えもある。
　役員：町会費を募金に充てることについて反対はないのか。
　役員：町会費を集金するときに、町会費は〇〇募金、△△募金に充てる旨を記載して集金している。
　役員：封筒ではなく、ＱＲコードで振り込めるようにしてほしい。
　役員：封筒を町会で集める必要のない方法がよい。
　役員：年６つの集金があるが、それを別々の時期に実施するのではなく、年１回で全てを集金すれば、負担も減ると思う。
　会長：募金の方法については、市でも検討してもらう必要があると思う。町会の活動については、担い手不足が大きな課題となっており、町会の継続的な運営にも支障があるため、次回も継続して検討したい。

　〇書き損じハガキについて
　　新井会長より、富士見ロータリークラブから依頼があった書き損じハガキの回収について、寄附額が２０万円となったこと、また富士見ロータリークラブより御礼があった旨の報告があった。

６ 閉　会
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